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1 ．は じめに

　国際 教 育協 力 の プ ロ ジ ェ ク トを通 して 援助

先の 理科 教育に 貢献す る 上 で 、fi本の 理 科教育

の す ぐれ た 成果 を積 極的に 海 外 に 向 け て 発 信

す る こ とがます ます重要 とな っ て い る。援助先

に は 教 育環境が か な り整備 され て い る国 々 も

あ り、単に教材 ・教具 の紹介に とどま らず 、教

授法 と
一

体 とな っ た 良質の 理 科教材 ユ ニ ッ ト

を提供する こ とが必要 で あ る 。

　わが 国 に お け る理 科教育 の 成果 を グ ロ
ーバ

ル 化する こ とは 、 単に国際教育協力 の た め の 援

助と し て だけで は なく、各国 か らの フ ィ
ー

ドバ

ッ クを取 り込む こ と に よ り、わが 国に おけ る 理

科教育の 発展 を期待する こ と もで きる。

　ただ し、各 国 で の 実践に はそれ ぞれ の 国 の 言

語に よ る 記述が 必 要 で ある 。 今回 はそ の 前提 と

な る英語版 の 作成 を行 っ た。

2 ．教材 とそ の英語訳

　英語 版 に求め られ るの は、わが 国 で 開発 され

た教材 ・教授法か らなる理科教材ユ ニ ッ トで あ

る。松原 等に よ り開発 され た大気汚染対 策教材

1）は 、練 り上 げ た教材に 加 え一
枚 ポー トフ ォ リ

オ評価 法 （OPPA ）に もとつ く学習履歴 シ ー ト

を提 示 する独創性 豊 か な 理 科教材 ユ ニ ッ トで

ある こ とか ら、英 語版 の 対象 とした 。

　実踐 は フ ィ リ ピ ン 及びイ ン ドネ シ ア で 試み

る予 定 で ある 。 大気汚染対 策教材 は各 国 の カ リ

キ ュ ラ ム に お け る位置づ けが明確で な い の で 、

授業時数 の 少 な く、試行 しやす い 縮 約版 の 英訳

2）を行 っ た。なお 、現在、イ ン ドネシ ア 語版を

作成中 で あ る。

　英訳に お い て は Today’s　Chemist の 記事 3・4）

が参 考とな っ た。グ リー
ン ケ ミ ス トリー

の 12

箇条 は、ア メ リカ合衆国環境保護局 の ホ ーム ペ

ー
ジ

5冫に 記載 され て い る も の をそ の ま ま使 用

し た。

　学習履歴 シ
ー

トの 英訳で は 、学習後 の 「三 っ

の 文 の 記 述 1 及 び 「振 り 返 り」 と 「感想 」 の 表

現に検討の 余地が残された 。 英語版や イ ン ドネ

シ ア 語版 を実践する際に は 、
“

教師が生徒 の 学

習の総体を知 る こ とをね らい とす る
”一

枚ポ
ー

トフ ォ リオ 評価法に つ い て の 各国実践者の 理

解を得た上 で 、質問の 表現を さらに検討す る必

要 が あ ると考え て い る。

3 ．お わ りに

　 大気汚 染対策教材の 授業は すば ら し い 成果

を上げ て い る が、担 当 され た先生方 の 授業計

画
・
運営 の 巧 み さに負 うとこ ろが少な か らず あ

る。海外 で の 実践 に は 、授業計 画 ・運 営の ノ ウ

ハ ウを含め た教師用 の ガイ ドが必要で あ り 、 準

備 を進 め て い る。

文 献

1）松 原静 郎 （研 究代 表 者 ），『グ リーン ケ ミ ス ト リ
ー

教材の 開 発 とそ れ を 使 っ て の 意思決 定 能 力 育成 に 関す

る研 究 』（課 題 番 号 14380066）研 究成果 報告書 （2005）．
2）松 原静 郎 （研 究代 表 者 ），『中 等教育 に お け る持続

可 能な 発展を題 材 と し科学的態 度の 青成 を 日指 す教 材

の 開 発研 究 』（課題 番 号 17300258 ）中 間報 告書 （2006）．
3）David　M ．　Kiefer，

“1七was 　aユl　about 　alkali
”

，　Today
’
s

Chemist ，11，No ，1，45 −46，49 （2002）．
htt　lt　 ubs ．　 cs 　or ！subscrlbet 　ournalsltcaw ／

塁ムOlノ延巫 凶 khe 皿 血鶉q匙匙皿P
4）David 　M ．　Kiefer，

“Soda　ash ，　So］vay 　style
”
，［［bday

’

s

Chemist ，11，　No ．2，87・88，90 （2002）．
（htt　・〆　ubs 一 産＿
IYiO21html ／02chemchron 　html

5）U．S．　Environmental 　Protection　Agency　（h皿
〃www ．e 　 a ．　 ovl 　 reen 　 hemistr　l　 rillci 　 les．ht皿 i

一 214 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


